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多
様
な
森
づ
く
り
の
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
今
春
か
ら
夜
間
の
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
豊
か

な
ブ
ナ
の
森
林
に
生
息
し
て
い
る

昆
虫
の
鱗
翅
目
（
蛾
類
）
を
調
べ
て

お
り
ま
す
。 

　
今
回
は
、
大
型
の
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科

の
３
種
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

エ
ゾ
ヨ
ツ
メ
（
学
名
：
A
g
lia 

japonica） 

出
現
期
：
４
月
〜
５
月
に
発
生
し

ま
す
。
年
１
回
の
発
生
で
、
蛹
で
越

冬
し
ま
す
。 

開
張
は
60
〜
90
㎜
で
す
。
食
草
は
ブ

ナ
科
の
ブ
ナ
、
カ
バ
ノ
キ
科
の
ハ
ン

ノ
キ
、
カ
エ
デ
科
の
カ
エ
デ
な
ど
で

す
。
翅
の
目
玉
模
様
は
、
前
翅
の
中

央
部
分
に
は
黒
い
紋
が
あ
り
ま
す
。

後
翅
に
は
青
い
紋
が
あ
り
、
そ
の
周

り
に
は
黒
い
環
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

イ
ボ
タ
ガ
、オ
オ
シ
モ
フ
リ
ス
ズ
メ
、

エ
ゾ
ヨ
ツ
メ
を
含
め
た
こ
れ
ら
の

蛾
は
、「
春
の
三
大
蛾
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。  

オ
オ
ミ
ズ
ア
オ
（
学
名
：
A
ctias 

aliena） 

出
現
期
：
７
月
〜
８
月
頃
に
発
生

し
ま
す
。初
夏
と
夏
の
２
回
発
生
し
、

蛹
で
越
冬
し
ま
す
。
前
翅
長
：
開
張

は
50
〜
70
㎜
で
す
。食
草
は
ブ
ナ
科
、

カ
バ
ノ
キ
科
ほ
か
多
く
の
樹
木
の

葉
を
食
べ
ま
す
。
翅
は
淡
い
青
緑
色

（
翡
翠
色
）
で
、
ま
る
で
水
の
よ
う
に

澄
ん
だ
色
調
で
す
。
前
翅
・
後
翅
と

も
に
中
央
に
眼
状
紋
（
目
玉
模
様
）

が
あ
り
ま
す
。
後
翅
は
糸
の
よ
う
に

長
く
伸
び
る
尾
状
突
起
が
あ
り
ま

す
。 

ヤ
マ
マ
ユ
（
学
名
：
A
n
th
eraea 

yam
am
ai） 

出
現
期
：
８
月
〜
９
月
頃
に
発
生

す
る
。
年
１
回
の
発
生
で
、
卵
で
越

冬
し
ま
す
。開
張
は
70
〜
 85
㎜
で
す
。

翅
は
厚
く
大
き
い
で
す
。
食
草
：
ブ

ナ
科
の
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
で
す
。

４
枚
の
翅
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず

つ
大
き
な
黄
茶
色
で
目
玉
状
の
模

様
が
あ
り
ま
す
。
鮮
や
か
な
緑
色
を

し
た
繭
を
作
り
ま
す
。
そ
の
繭
か
ら

得
ら
れ
る
糸
は
「
天
蚕
糸
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。 

　
調
査
を
行
う
上
で
は
出
現
を
想

定
し
て
い
ま
す
が
、
あ
え
て
出
現
し

て
く
れ
る
と
感
激
す
る
も
の
で
す
。

「
多
様
な
活
動
の
森
（
森
の
博
物
館
 

玉
原
）」
の
環
境
を
把
握
し
て
、
保
全

に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
活
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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国
民
参
加
の
森
づ
く
り
「
多
様
な
活
動
の
森
（
森
の
博
物
館
 玉
原
）」
 

ブ
ナ
の
森
の
生
き
も
の
報
告
　
鱗
翅
目
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科
の
蛾
類

回 覧

講
　
 話
　
 会

　
令
和
７
年
１
月
30
日
に
開
催
し

た
講
話
会
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
沼
田
市
桔
梗
ク
ラ
ブ
相
澤
で

す
。
 

　
当
初
は
、
何
を
話
そ
う
か
と

色
々
考
え
、
趣
味
の
話
と
か
桔
梗

ク
ラ
ブ
の
話
か
と
か
悩
み
ま
し
た

が
、
私
の
仕
事
の
関
係
で
は
あ
り

ま
し
た
が
皆
さ
ん
の
身
近
に
関
す

る
内
容
で
携
帯
通
信
の
etcと
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が

ら
話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
ま
ず
自

己
紹
介
か
ら
桔
梗
ク
ラ
ブ
の
説
明

を
し
、
本
題
に
入
り
ま
し
た
。
 

　
最
初
通
信
と
は
、
機
械
等
を
使

い
相
手
に
伝
え
る
事
か
ら
、
通
信

業
界
の
仕
組
み
や
通
信
の
速
さ
、

送
れ
る
ス
ピ
ー
ド
な
ど
そ
し
て
通

信
業
界
が
災
害
時
の
対
応
や
携
帯

に
は
様
々
な
脅
威
が
あ
る
な
ど
の

話
を
約
一
時
間
さ
せ
て
頂
き
、
私

自
身
も
は
じ
め
て
の
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
当

日
さ
え
な
い
内
容
で
し
た
が
参
加

し
聞
い
て
い
た
だ
い
た
方
、
場
を

与
え
て
頂
き
ま
し
た
学
術
協
会
の

皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
長

　
⻆
　
田
　
　
　
実

日
時
　
令
和
七
年
一
月
三
十
日（
木
）
 

会
場
　
テ
ラ
ス
沼
田
防
災
会
議
室
 

　
　
　
　
　
　
４
０
２
・
４
０
３
 

講
師
　
沼
田
市
桔
梗
ク
ラ
ブ
 

　
　
　
　
会
長
　
相
澤
　
定
義
氏
 

演
題
　
携
帯
通
信
の
etc
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５
月
11
日
（
日
）、
群
馬
県
ユ
連

定
期
総
会
が
利
根
沼
田
文
化
会
館

を
会
場
に
、
会
員
約
60
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
最
初
に
、
沼
田
ユ
ネ
ス
コ
少
年

少
女
合
唱
団
の
子
ど
も
た
ち
の
可

愛
い
歌
声
を
聴
き
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
開
会
行
事
で
は
岸
県
ユ
連
会
長

か
ら
来
年
10
月
24
日
に
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
群

馬
大
会
が
沼
田
市
を
会
場
に
開
催

さ
れ
る
意
義
や
方
針
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、次
い
で
、沼
田
ユ
協
の

石
田
会
長
、
来
賓
の
県
教
委
箱
田

社
会
教
育
主
監
、
星
野
沼
田
市
長
、

中
村
市
議
会
議
長
、
竹
之
内
教
育

長
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
議
事
で
は
昨
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
報
告
、
今
年
度
の
活
動

方
針
・
事
業
計
画
・
予
算
の
承
認

を
得
た
後
、
来
年
度
の
関
ブ
ロ
群

馬
大
会
の
事
業
計
画
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。議
事
終
了
後
、関
ブ
ロ

の
下
見
と
い
う
こ
と
で
、
文
化
会

館
の
小
林
館
長
や
職
員
の
案
内
で

館
内
を
視
察
し
ま
し
た
。
オ
ー
ル

群
馬
で
関
ブ
ロ
大
会
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
 

　
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
で
は
、

民
間
ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
充
実
・
発

展
を
図
る
た
め
、
全
国
を
９
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

１
都
５
県
（
神
奈
川
県
は
中
部
東

ブ
ロ
ッ
ク
に
所
属
の
た
め
除
く
）

で
構
成
さ
れ
、
令
和
８
年
度
に
群

馬
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
存
在
価
値

を
問
わ
れ
、
国
際
社
会
・
地
域
社

会
の
連
帯
の
危
機
の
中
、
私
た
ち

は
地
域
で
何
を
な
す
べ
き
か
、
何

が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ

か
ら
の
民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
役

県
ユ
連
定
期
総
会
を
開
催

沼
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
長
　
大
　
島
　
俊
　
夫

2020 子実体

2022 子実体

オープニングイベント

各
団
体
の
活
動
の
紹
介

　
ブ
ナ
林
、
ミ
ズ
ナ
ラ
林
を
主
と

す
る
広
葉
樹
林
が
広
が
る
玉
原
高

原
（
森
の
博
物
館
 玉
原
）
で
確
認

し
た
変
形
菌
ブ
レ
フ
ェ
ル
ト
ホ
コ

リ
B
refeld
ia m
axim
a（
F
r.）

R
o
staf.を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
群
馬
県
で
は
初
で
、
国
内
で
も

３
例
目
の
記
録
と
な
り
ま
す
。
ブ

レ
フ
ェ
ル
ト
ホ
コ
リ
は
、
ム
ラ
サ

キ
ホ
コ
リ
目
ス
ミ
ホ
コ
リ
科
ブ
レ

フ
ェ
ル
ト
ホ
コ
リ
属
の
大
型
の
変

形
体
、
子
実
体
を
つ
く
る
種
で
お

も
に
腐
木
に
生
育
し
ま
す
。
秋
季

に
そ
の
蘚
苔
類
に
覆
わ
れ
た
樹
皮

上
な
ど
に
、
子
実
体
を
形
成
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
日
本
で
は
、
福
島
県
福
島
市
で

発
見（
１
９
９
６
）さ
れ
た
変
形
菌

が
初
め
て
で
す
。
そ
の
後
北
海
道

釧
路
市
阿
寒
湖
畔
に
お
い
て
発
見

（
２
０
２
２
）
さ
れ
た
変
形
菌
国

内
２
例
目
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
が
、玉
原
高
原
で
発
見（
２
０
２

０
）さ
れ
た
変
形
菌
が
、群
馬
県
初

記
録
の
ブ
レ
フ
ェ
ル
ト
ホ
コ
リ
と

同
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
玉
原
高
原
西
側
に
あ
る
ブ
ナ
倒

木
上
に
お
い
て
幅
１
ｍ
以
上
、
厚

さ
２
〜
３
㎝
の
白
い
物
体
を
発
見

し
ま
し
た
。一
部
、透
明
で
や
や
光

沢
の
あ
る
発
達
し
た
強
い
膜
が
あ

り
、
全
体
と
し
て
は
白
い
粉
末
状

の
ダ
マ
状
形
状
が
観
察
さ
れ
、
ゴ

ム
の
よ
う
な
強
い
刺
激
臭
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、表
面
が
淡

い
赤
茶
色
を
帯
び
、
粒
状
の
形
態

が
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
数

日
後
に
は
表
面
が
か
た
ま
り
、
さ

ら
に
色
が
濃
く
な
り
、
最
終
的
に

は
黒
色
化
し
ま
し
た
。
 

　
発
見
後
、
４
年
連
続
の
発
生
を

確
認
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
観
察

を
行
い
、豊
か
な
ブ
ナ
の
森「
森
の

博
物
館
 玉
原
」
の
自
然
環
境
の
保

全
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
森
の
博
物
館
 玉
原
」
 

　
　
 変
形
菌
ブ
レ
フ
ェ
ル
ト
ホ
コ
リ

利
根
沼
田
自
然
を
愛
す
る
会
　
古
　
見
　
満
　
雄

2020 未成熟子実体

せ
ん
た
い
る
い
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沼
田
城
（
倉
内
城
）
が
、
沼
田
万

鬼
斉
顕
泰
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
の

は
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）。
 

　
現
在
の
沼
田
公
園
北
西
の
広
場

が
、
当
時
の
城
址
で
あ
る
。
 

　
沼
田
城
の
城
主
は
、
沼
田
・
真

田
・
本
多
・
黒
田
・
土
岐
氏
と
続

き
、
城
下
町
は
市
場
町
と
し
て
栄

え
て
い
た
。
 

　
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）、
真
田

信
幸
（
之
）
が
、
間
口
十
間
奥
行
九

間
の
五
層
の
天
守
を
、
現
在
の
公

園
に
あ
る
熊
小
屋
付
近
に
造
り
、

初
代
城
主
に
な
っ
た
。
 

　
こ
の
城
の
特
徴
の
一
つ
が
、
金

箔
の
屋
根
瓦
で
あ
る
。
 

　
昭
和
六
〇
年
、
公
園
の
猿
小
屋

（
現
在
は
な
い
）
を
工
事
し
た
さ

い
、
大
量
の
瓦
と
共
に
一
片
の
金

割
は
何
か
を
課
題
意
識
と
し
て
協

議
を
進
め
る
こ
と
で
、
各
ユ
ネ
ス

コ
協
会
の
交
流
・
連
携
を
図
り
、

民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
発
展
や
教

育
・
文
化
の
振
興
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
 

　
県
北
部
の
森
林
文
化
都
市
沼
田

を
会
場
と
し
、
豊
か
な
自
然
環
境

や
沼
須
人
形
芝
居
な
ど
の
伝
統
文

化
、
温
泉
文
化
等
に
恵
ま
れ
た
群

馬
県
の
よ
さ
を
１
都
５
県
の
参
加

者
に
紹
介
し
、
群
馬
を
理
解
し
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
沼
田
市
学
術
協
会
を
は
じ
め
、

多
く
の
団
体
や
関
係
の
皆
様
に
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
本
年
度

沼
田
市
桔
梗
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
相
澤

と
申
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

　
沼
田
市
桔
梗
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和

四
十
一
年
五
月
一
日
に
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
り
、
併
せ
て
地
域
社

会
の
教
育
文
化
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
会
員
は
、
沼
田
市
内
の
小
中
学

校
の
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
及
び
元
学
校

長
並
び
に
有
職
者
の
中
で
本
会
の

目
的
に
賛
同
し
て
頂
け
る
方
が
主

な
会
員
と
な
り
ま
す
。
 

　
今
ま
で
の
沼
田
市
桔
梗
ク
ラ
ブ

の
活
動
と
し
て
は
、
本
部
役
員
会

年
５
回
、
総
会
、
研
修
視
察
、
講
演

会
と
年
間
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
か
ら
殆
ど
の
会
が
活
動
自
粛
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
、

桔
梗
ク
ラ
ブ
も
又
活
動
が
で
き
な

く
な
り
、
色
々
な
活
動
が
再
開
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
元
の
活
動

に
戻
す
の
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
そ
の
中
で
昨
年
は
、
市
内
小
中

学
校
に
教
育
助
成
金
と
し
て
毎
年

１
校
に
な
り
ま
す
が
、
図
書
券
二

万
円
を
沼
田
東
小
学
校
に
渡
さ
せ

て
頂
き
、
少
し
で
も
教
育
の
役
に

立
っ
て
貰
え
れ
ば
と
始
め
ま
し
た
。

昨
年
は
研
修
視
察
で
な
く
、
利
根

沼
田
歴
史
散
歩
と
い
う
題
目
で
、

元
沼
田
市
教
育
委
員
会
教
育
部
長

を
経
験
さ
れ
た
髙
山
正
様
に
ご
講

義
を
頂
き
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い

歴
史
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
 

　
今
年
度
は
、総
会
、本
部
役
員
会
、

令
和
５
年
度
か
ら
始
め
た
教
育
助

成
金
、
そ
し
て
本
年
度
も
講
演
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
教
育
助
成

金
は
本
年
度
沼
田
北
小
学
校
に
お

渡
し
致
し
ま
す
。
講
演
会
で
は
、
 

昨
年
度
も
お
願
い
し
た
元
沼
田
市

教
育
委
員
会
教
育
部
長
を
経
験
さ

れ
た
髙
山
正
様
を
講
師
に
、
利
根

沼
田
歴
史
散
歩
パ
ー
ト
２
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
前
回
よ
り
詳
し
い

内
容
に
な
る
よ
う
な
講
演
会
が
開

催
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。
日
時

は
、
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
午
後

六
時
ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
で
開

催
し
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
多
く
の
活
動
が
出
来

な
い
中
、
少
し
ず
つ
出
来
る
事
を

会
員
の
中
で
考
え
て
今
後
も
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

箔
が
施
さ
れ
た
瓦
が
出
土
し
た
。
 

　
こ
の
瓦
は
、
城
の
天
守
の
一
部

に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

　
こ
の
金
箔
瓦
は
、
豊
臣
方
の
城

に
用
い
ら
れ
、
真
田
信
幸
（
之
）
の

沼
田
城
、真
田
昌
幸
の
上
田
城
、仙

石
秀
久
の
小
諸
城
、
石
川
数
正
康

昌
父
子
の
松
本
城
、
浅
野
長
政
幸

長
父
子
の
甲
府
城
、
中
村
一
氏
の

駿
府
城
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
　

豊
臣
秀
吉
は
、
豊
臣
配
下
の
城
に
、

金
箔
瓦
を
葺
か
せ
、
そ
の
城
で
江

戸
城
を
包
囲
し
、
豊
臣
の
天
下
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
 

　
城
は
、
真
田
氏
五
代
信
利
が
改

易
さ
れ
た
際
に
取
り
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。そ
の
後
、城
は
本
多
氏
に

よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
が
、
館
御
殿

造
り
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
 

　
明
治
時
代
に
入
る
と
、
沼
田
城

は
廃
城
と
な
り
、
跡
地
に
造
ら
れ

た
沼
田
公
園
は
、
平
成
十
九
年
に

「
日
本
歴
史
公
園
一
〇
〇
選
」
の

一
つ
に
選
定
さ
れ
、
平
成
二
九
年

四
月「
続
日
本
百
名
城
」に
選
定
さ

れ
て
い
る
。

壮
麗
五
層
の
天
守
「
沼
田
城
」

沼
田
市
観
光
ガ
イ
ド
協
会
　
中
　
島
　
靖
　
浩

沼
田
市
桔
梗
ク
ラ
ブ
の
活
動

沼
田
市
桔
梗
ク
ラ
ブ
会
長
　
相
　
澤
　
定
　
義

金箔瓦



篝　　　火

　
今
年
の
夏
も
、記
録
的
な
猛
暑
で
、

６
月
か
ら
８
月
の
国
内
平
均
気
温

は
平
年
よ
り
二
、
三
六
℃
高
く
、
過

去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。 

　
沼
田
市
に
お
い
て
も
、こ
の
夏
、

猛
暑
に
加
え
、突
風
や
大
雨
に
よ
る

風
水
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

異
常
気
象
は
こ
の
先
も
続
く
の
で

し
ょ
う
か
。地
球
温
暖
化
へ
の
対
応

は
待
っ
た
な
し
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
さ
て
、今
年
も
各
団
体
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
会
報
『
篝
火
（
第
三
十
六

号
）』
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
会
報
に
は
、
各
団
体
の

活
動
の
様
子
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記

さ
れ
て
お
り
、篝
火
の
ご
と
く
心
の

中
を
明
る
く
照
ら
し
て
く
れ
る
も

の
で
す
。是
非
、ご
一
読
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
事
務
局
）

《
編
集
後
記
》

会
　
長
　
　
 ⻆
　
田
　
　
　
実
 

 （
利
根
沼
田
自
然
を
愛
す
る
会
　
九
〇
名
）
 

副
会
長
　
　
 石
　
田
　
宇
　
平
 

 （
沼
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
   　
　
八
八
名
）
 

書
記
･会
計
　
相
　
澤
　
定
　
義
 

 （
沼
田
市
桔
梗
ク
ラ
ブ
　
　
三
二
〇
名
）
 

監
　
事
　
　
 小
　
菅
　
邦
　
雄
 

 （
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
会
　
   　
二
八
名
）
 

監
　
事
　
　
 山
　
口
　
　
　
耕
 

顧
　
問
　
　
 中
　
島
　
靖
　
浩
 

 （
沼
田
市
観
光
ガ
イ
ド
協
会
　
　
十
四
名
）
 

 
（
　
）
内
は
所
属
団
体
名
と
構
成
人
員
数
 

＊
学
術
協
会
総
計
（
総
会
時
）
 

　
　
　
　
　
五
団
体
　
五
四
〇
名
 

 ＊
事
務
局
　
市
教
委
  生
涯
学
習
課

学
術
協
会
　
役
員

第36号 令和７年11月１日発行（４）

り
、
古
風
な
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
山
妻
有（
や
ま
つ
ま
り
）の
桜
は
、

山
妻
有
大
明
神
社
殿
脇
に
あ
る
巨

木
で
樹
齢
６
５
０
年
と
も
言
わ
れ

平
成
18
年
２
月
２
日
に
沼
田
市
指

定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
沼

田
市
で
は
特
筆
す
べ
き
桜
の
古
樹

で
市
内
で
は
最
大
級
の
エ
ド
ヒ
ガ

ン
で
あ
る
そ
う
で
す
。
桜
が
咲
い

て
い
る
時
期
で
な
い
の
が
残
念
で

し
た
が
是
非
開
花
し
て
い
る
姿
も

み
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
星
野
家
住
宅
は
、
嘉
永
５
年
に

建
設
、明
治
維
新
に
際
し
、新
政
府

軍
と
会
津
藩
兵
が
片
品
村
戸
倉
で

戦
っ
た
時
、
新
政
府
軍
の
本
営
と

な
っ
た
と
さ
れ
、
今
で
も
住
宅
と

し
て
利
用
さ
れ
実
際
に
住
ん
で
い

る
方
が
い
ま
す
。
建
物
は
立
派
な

木
造
藁
ぶ
き
屋
根
の
建
物
で
面
積

も
大
き
く
と
て
も
立
派
で
実
際
に

住
ん
で
い
る
方
も
気
さ
く
に
中
の

作
り
を
見
せ
て
く
れ
説
明
も
し
て

く
れ
ま
し
た
。
周
り
に
は
水
路
も

流
れ
て
い
て
、
周
り
は
自
然
に
囲

ま
れ
何
と
も
言
え
な
い
感
じ
が
し

ま
し
た
。 

　
大
蛇
み
こ
し
は
、
日
光
戦
場
ヶ

原
で
男
体
山
の
神
と
戦
い
を
し
、

傷
つ
い
た
蛇
の
化
身
赤
城
山
の
神

が
温
泉
で
傷
を
い
や
し
、
追
っ
て

き
た
神
を
追
い
返
し
た
こ
と
が

「
お
い
が
み
」
の
由
来
で
老
神
温
泉

で
は
60
年
以
上「
大
蛇
」神
の
化
身

と
し
、毎
年
５
月
第
２
金
曜
日
、土

曜
日
に
は
「
老
神
温
泉
大
蛇
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
春
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
ま
す
。
大
蛇
み
こ
し
は

１
２
年
に
一
度
、
巳
年
の
登
場
す

る
そ
う
で
す
。
全
長
１
０
８
・
２

２
ｍ
で
、
２
０
１
３
年
に
は
ギ
ネ

ス
に
登
録
さ
れ
、
ハ
ワ
イ
に
招
待

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

地
域
の
歴
史
を
大
切
に
守
っ
て
い

く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま

し
た
。 

　
新
井
耕
吉
郎
氏
は
、
群
馬
県
利

根
郡
東
村
園
原
の
出
身
、
日
本
の

農
業
技
師
で
日
本
統
治
下
の
台
湾

に
お
い
て
紅
茶
の
栽
培
に
尽
力
し

紅
茶
各
種
の
研
究
普
及
活
動
で
台

湾
紅
茶
産
業
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
か
ら
「
台
湾
紅
茶
の

父
」
ま
た
は
「
台
湾
紅
茶
の
祖
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
胸
像

は
園
原
ダ
ム
の
所
に
あ
り
そ
こ
で

記
念
撮
影
を
し
、
解
散
と
な
り
ま

し
た
。 

　
今
回
参
加
さ
せ
て
頂
き
こ
の
地

域
に
住
ん
で
い
る
も
の
の
初
め
て

み
る
物
ば
か
り
で
し
た
。
ま
だ
ま

だ
こ
の
地
域
に
は
、
素
晴
ら
し
い

歴
史
・
文
化
・
物
が
あ
る
こ
と
を

再
確
認
で
き
参
加
し
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
８
月
28
日（
木
）８
時

30
分
〜
12
時
00
分
に
今
年
度
学
術

協
会
の
研
修
視
察
は
沼
田
市
利
根

町
の
文
化
財
を
巡
る
と
題
し
て
、

①
大
原
宿
②
森
山
（
山
妻
有
の

桜
・
星
野
家
住
宅
）
③
老
神
温
泉

（
大
蛇
み
こ
し
）
④
園
原
（
新
井
耕

吉
郎
胸
像
）
の
順
に
散
策
を
し
て

き
ま
し
た
。大
原
宿
は
、慶
長
５
年

に
開
宿
、
沼
田
城
主
・
真
田
信
之

が
上
杉
氏
に
備
え
る
た
め
整
備
し

尾
瀬
の
入
口
に
戸
倉
関
所
を
置
き

峠
下
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
高
平
宿

大
原
宿
を
整
備
し
た
。
か
つ
て
は

「
く
ね
が
き
原
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
未
だ
に
１
２
０
号

か
ら
旧
道
に
入
る
と
宿
の
中
心
に

は
古
い
家
並
み
や
蔵
な
ど
が
あ 桔

梗
ク
ラ
ブ
　
相
　
澤
　
定
　
義

令
和
７
年
度
学
術
協
会
研
修
視
察
に
参
加
し
て


